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品与式 =照

(2) 与 式 = 7 - 20
= - 13
mm

(3) 子 式 = 9 (xty ) + 4 (x - y )
36

=
9x + 9 y + 4 x - 4 Y

36

=

13 x + 5Y

(4) 5 式 6
ar. 9 ab ㎡
arb 2

= - 54amm

( 5) 与 式 = 9x - 1 - 5x t35
= 9x

2
- 5x + 34
uin

(6) 与式 =32 +42
= 7政
m

* 生 ☆ 主=興 = 3k



② 5 x + 18 = 6 - x

⇐ 5x tx = 6 - 18

⇐ 6 x = - 12

: :x = -unf

(2) 解 の 公式 より

x =
- 7 ± )㎡~ 4 × 4 × 2

2 × 4
ー

=凹
13)

∴
ー -ーー

: ×
品

” 川 の円柱
… … ……

1
3cm

y m｡
求 める 体積
= 3 × 3 ×π× 2 ← ( 3 × 3月柱

- 3 × 3 ×π× 1 * 5 )

= 18π + 9π - 3 π

= 24π cm
㎥

～



14) 箱 から 玉 を 取 る 方法 は 3 通り ､袋 から 玉 を

取 る 方法 は 5
通

りなので ､ 玉 の 取 り 出 し 方 は
3 × 5 = 15 通 り
mn

箱 から A を 取 り 出 したとき 袋 から 取り 出 した
玉 が 6 の 倍数 となるのは ､ ⑥ の 1通
箱から B を 取 り 出 したとき､ 袋 から 取り 出 した
玉 が 6 の倍数となるのは 品の 2通り

3 × 2 =6 6 × 2 = 12

箱 から C を 取 り 出 したとき ､ 袋 から 取り 出 した
玉 が 6 の 倍数 となるのは､紹通り~
よって 袋 から 取 り 出 した 玉 が 6 の 倍数 となるのは

1 け 2 + 1 = 4
通

りmmm

したがって 求 める確率 は⑮
(5)

① A
｡ C をそれぞれ

.
℃ 中心 として ､半径 A

の 円 を描 く ､ その交点 を
① Q とすると ､CACQ ,

Q
℃

AQ の 長さは 等しいので ､
l , OACQ は 正三角形
A
0

PX B よって ､ LACQ = 600

②



②< ACQ のニ 等分線 を描 き
､

C との 交点 が P
⇒ ∠ ACP = ∠ PC Q = 30 ~

∴ OACP の 内角 の 和 が 180 ” なので ､

LAPC = 600
⇒ ∠ CPB = 180

~

- 60 ~
= 12~

( 6 )

① 規則性から
⑨ = n + 3

n

⑦ = ⑨ - 2
⑦ ⑨ 西

= n t 3 -2国
= n 1

⑦ = ⑨ t 2
= n + 3 t 2

= n t5

② = ⑨ t 3
= の t 3 t 3

= n t 6

よって ｢
いの 十字｣ の 合計 は

の +いい 誓 ｢“=
5 n+ 15
m

② ｢ a の + 字｣ の 合計 は
､

5a + 15 であり ､

これが 225 なので
5 a t 15 = 225

⇒ 5a = 210 : : a =42 ～



また ､

* O λ t 5
ti(
] +5

" d
t 5

規則性 から
5 段目 の 先頭 は ⑤最後尾 は 話54+

～

6 段目 の先頭は 最後尾 は5
7段目 の 先頭は 7 . 最後尾は 31

8段目 の 先頭 は 8
.

最後尾 は 36

9 段目 の 先頭は 9 . 最後尾 は 41

10 段目 の 先頭 は 10
.

最後尾 は 46

10 段目 は ､
10

.
12

.

14
.

…

…
42

,
44

,
46

と 偶数 のみの 数 がつづくため
､

｢
42｣ が

最初に 現 れるのは､ 10 段目
mww イ

必 9 段目 は

9
,

1 , 13
. …

39
, 41

なので
､

｢
42｣ は 現れない ｡



( 17 )
① axtby + C = 0 を btO として Y について
解

くと ､

by = - ax - C

- :Y = -- 一 の

⑦ は 傾きーが 切一 ℃であるから､
-

5
C

の 値 が 大きくなるとグラフは Y 軸 の 正 の 方向
に 移動 する

ー ㎡ の 値 を 大きくするには ､

との値 を小さくする
｣

あるいは ､｢ b の値 を 大 きくする｣ であるが､ b の 値

を 変えると 傾 き ㎡ の 値 も 変 わってしまい

グラフが平行移動
n

とならない
山 グラフが平行 ⇐> 傾きが 同 じじ

よって C の 値 を 小さくする
～

～

であれば､C を 大 きくすると ㎡ の 値 も

大きくなるが ､ 一 では ､ C の値を 小 さくすると

ー5 の 値 が 大きくなる
｡



例
｡

b = 1
,

C = 1 と b = 1
.

C = 5 を 比べると
､

b = 1
,
C = 1 ⇒ 一 5 = - = - 1 … の

b = 1 , C = 5 ⇒ - =
- 5 = -5 … ②

① 7 ② より C の 値 が 小さいほど ､- の 値 は

大きくなる

② まず ､2 x は 一 1 = 0
.
xt な - 3 = 0 が 同 じ 1点

で 交わるのは
2x - Y 一 に 0 ③{+ x ← Y - 3 = 0 ー⑨
3x - 4 = 0

i . x
=

⑤

x = 4 を ⑨ に代入 して

⑤+ は - 3 = 0

Y =3 -
= 55

よって ､ 2x ー y ーにO . xty ー3 = 0 が 同じ 1点 で

交わる xY の 組は ､ x4 ､⑤
この 点 で ax + 2 Y - 2 = 0 が交われば 良いので



5 a + 2 × 5 - 2 =0

ゃや
海 ぷ

③ 2で｡ゃ Y = 2 x-ナーの

xt Y - 3 = 0 ⇒ y = -xt3 ー ⑨

ax + 2 φ - 2 = 0 ⇐ Y = - ax + ー@

2つの 直線 が平行 ⇐ 傾きが等 しい

⑦ と ⑨ の 傾きは 2- ↑ なので､ 平行 にならない
したがって ､ ⑦と

回

､ ⑨と ⑨が平行 になれば 良

い

(;) ⑦ と⑰ が平行 になるとき

2 ≡ ー Q :
. a = - 4

( i ; ) ⑨ と⑰ が平行 になるとき

ーに - @ :
.
a = 2

よって a = -4 ,
2
~



い 表 から 15 日以上 20 日未満 の度数は 4 回
なので ､相対度数 は

㉔
また ､ 20日未満 の度数 の 合計 は

+感品議臨
｡

= 30

よって 20 日未満 の 累積相対度数 は

= 0 . 75
mp

(2 ) 箱 の 位置が 右 にあるほど 猛暑日 の 日数 が
多い

③ : 1 期 と正期では ､ 丘期 の 方 が 右 にあるので
正 しい

⑨ :
丘期 と世期 では期 の 方 が 右 にあるので
正 しい

ウ : 匹期 と IV期 では ､亜期 の 方 が 右 にあるので

誤 り

(3) 表 から 40目以上 の 猛暑目 は 2 回あり ､
箱 ひげ 国 の最大値から 丘期 と IV期 が
該当 する



したがって ､ 猛暑日 の 日数 が 40 日以上 の 2 回 は

丘期 と IV期 の 1 回 ずつであり 表 から 30 日

以上 40 日未満 となった年 は 1 回 もないから ､

彔
① OBCD な直角 =等辺三角形

より BD = CD よって
BD = 4 cm

また F は CD の 中

点 だから
ー 4 FD = 2cm

.
0 BFD で 三平方 の 定理 よりー

2

@
F BF =142

+

=√ 16 + 4
ー

d
= 2√5 cm =√20 = 2万
mm

② 三角 ず ABCD

= 上 × 4 × 4
～

oBCD “
×

\

2 : 05
cm

㎥ Bcp

=
8 c㎡

,
oBFD

2
√
F

｢
= 五 × 2 × 4 = 4 c㎡ より

0 BCF = 8 -点 = 4 cm ㎡
m

OBCD OBFD



また E は A C の 中点, F は CD の 中点 だから
中点連結定理 より

E F =≠ AD

=≠ × 4

= 2 cm

よって ､ 三角 すい EBCF は

4 ×2 × 子 =5
BCF EF

三角 すい EBCF の 体積 は ､ 三角 す ABCD の

体積 の X 倍 とすると

38 =××③2

⇒ 32 × = 8

メ = 女 :上億
(別解 )
OBCF は OBCD の 五倍 ､

EF は AD の五倍
だから

｡ 体積 は 土 × ≠ = 4乳 となる



(2 )

①
BP と PE の 長 さの 和 が最小

\ となるのは
､
BE上 に P がある

とき ( B
.

P
.
E が 同一線分上 に

4 あるとき ) である

ー
4 × CDYEG となるように AD エ

℃
2 に G をと(① ”シーシ …G 4

O AGE と OADC において
②

① 丘
j

凶 CD 1 EG より 同位角 が等 しい

ので

LAGE = LADC ー③
LAEG = LACD ー⑨
⑦⑨ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので

DAGESOADC 対応する 辺の 比 は 等 しいから ､
GE=器 E X 巨 は AC の 中点

なので AE = ECC
⇒ 2GE = 4 .

: GE = 2cmmmmmm

また
､

AG:器術く

⇐ 2 A G = 4 : . AG = 2 cm

よって D=AD - AG= 4 - 2 = 2cm
m



O BPD C OB EG において

\ CD / EG より 同位 角 が
等 しいので

4 < BPD = LBEG ー回
LBDP = LBGE ー国

%
､ ⑦

､
② より 2組 の 角 がそれぞれ

2 等 しいので
､

OBPD ∞ OBEG
……G 対応 する辺 の 比は 等 しいから

PD:
=

“ BG6
よって

PD : 2 = 2 = 3

⇒ 3 PD = 4 :
: PD =emmm

②

Q
ピ

P



まず 角 すい EABD の 体積 を 求める
｡

三角 すい EBCD

= 4 × 4～
OBCD
“ き

1 =号 cm
㎥

逑 三角 すい ABCD= c㎥ より
角す EABD =③ 2一 ⑤=

m

三角すい
角

すい
ABCD EBCD

三角 すい EQCP = 上 ×
角ずい EABD より

三角 すい EQCP = 上 ×⑤=⑤c㎥ ⑦

また
､
OCPQ を 底面

､
EF を

高 さとすると
角すい EQCP = OCPQ × EF +す

=0CPQ × 2 ×5
1

sp
= ③× OCPQ

ー θ



⑦ = ⑩ より

8 =③× oCPQ
⇐ 8 = 2 × OCPQ

したがって OCPQ の面積
” OCPQ =

4 が 4c ㎡ となれば
良べー

Q から CD に乗線 を 下ろした 足を

\ H とする ｡(2 ) ① より PD
=

4
cm

Q

4 だから

羹 CP = 4 一 ⑤
\ 告)
\
秀 % =季 cm

よって

OCPQ =⑤× QHX 上
= 4 QH

⑦ より OCPQ = 4 だから

4 = 4 QH

: :QHn = B × 4

= 3cm
m



0 Q C 1 と O BCD において

可
QH 11 BD より同位角 が
等 しいので｢ 4 LCHQ = LCDB ー 国

して
LCQH = LCBD ー⑨

国
､
⑨ より 2組 の 角 がそれぞれ

等しいので ､ ん QCH ∞ LBCD
対応 する 辺 の 比 は等 しいので
QC :BCNEQH -BD

したがって ､ BQ : QC = 1 に
3~

⑤
( い ) A は = 五 x + 2 上 にあり x = 4だから

Y ≡ 上 × 4 t2

≡ 4 ∴ A (4
,
4)
～

また ､
A は Y = Qx 上 にあるから､

4 = a × 42

⇒ 16 a = 4

: a =
mm



L2) B は = 出x 上 にあり x =δ だから

Y = 女 × 82

= 16 :
: B (8

,
16)
～

C は = 上 x+ 2 上にあり飛にあるため
0 = Ixt2

⇒ 一 王 x = 2

.
: x = - 4 : C (- 4

,
0)
～

直線 BC の式 を Y =mxtn とおくと ､ B( 8.16 )

CL-4 , 0 ) を 通 るから
16 = 8m + n ー ③

ー ) □= -4m tn ー ⑨
16 = 12m

.
. m = ⑤

m = を ⑨ に 代入して

5ってーチん i . n =
6



( 3 )
①

P から x軸 にひいた
(8
,
16 ) 垂線 と x軸 との 交点
. をQ とする

OBCP

男
"

= OBCD ーロ PQDB

(= 4 , 0
)

ー 4､
—t ｡中

- oPCQ

\ '
12

OBCD について

I × 12 × 16 = 9点
DPQDB について
PQ 1 x軸 ｡ BD 1 x 軸 より PQ 1 BD

したがって ､ ロPQDB は 台形 である
､

P は = 出x 上 にあり x けだから

Y = 出 区 - : P (
t . 辻)

よって ､ PQ = 出 ､
また

､

QD = DO - Q 0

= 8 - t

したがって ､ DPQDB
の

面積 は



×｢ き

= にピー t 3 + 128 - 16 t ) × I

｡

“ よピ '+tPCQ
に…

王 × ( t +4 ) × 出= ま ( * ㎥+ 奴)
= ま t 3 +ま
～

よって

OBCP = 96 ~ - 8 t
3
t- 8 t +64 ) - (£ t +まピ)

= 96 +£ t3 ピ + 8 t - 64 - £ t ピまた

= 一② ピ + 8 t +32
～

②
OPCD

P
⑦

= 五 × 12 × 出 な

識 =⇒奴
ノ口

ー
12 "



OBCP = す × 0 PCD より

ー 学+ 8 tt 32 =☆×②ピ
“

一

③ ン + 8 t + 32 - 五 t 2 = 0

⇒ - 2t + ft t 32 = 0

⇒ ピー 4 t - 16 = 0

解 の 公式 より

モ =
一 (-4) ±√ (-4 )

~
- 4 × 1 × (-16 )

2 × 1

壍
= 2 ± 2√5

ここで ､ P は ACB の間にあるので､ Pox 座標 ( t) も
ACB の x 座標 の 間 にある

､
よって

4 社 ≡ 8

√5 ± 2
.

23 より
2 + 2√5 = 2 + 2 × 2 .

23 = 6
. 46

2 - 2√5 = 2 - 2 × 2
.

23 = -2
.

46

より 2 + 2√5 のみ 条件 を満たす ｡よって t =2 +2
☆



具
OABC とOODE において
OEIDC だから
LOED = 90ー ①

LACB = 90 だから
① より

∠ACB =LOEDー②

AC は 円 O の 直径だから
∠ ADC = 90 ー ③

OE ID C だから ③ より
OF / AB ー ④

④ より
LEOD = LODA ー⑤

OOAD は OA = OD (円 の半径より) の 二等辺三角形
であるから
LODA = LCAB ー⑥

⑤
,
⑥ より
LCAB = LEOD ー D

②
.
⑩ より 2組の 角がそれぞれ等 しいので

OABCS OODE (証明終わり )



(2) ①
OABC は 直角三角形なので

｡\
三平方 の 定理 より

ーン ､ 4
BNで-

16
=0

= 2√5 cm
～ = 2｢5√ ' また AC は直径

､
OD

ー
2√5
/ は半径 より OD = 2 cmm

～

し) より 対応 する辺の 比 は等 しいので
､

=: DE
⇒ 3 = 1 =

2√5 = DE

⇒く 3 DE = 2√5 : : DE= 望m

～

②難

方BF において

面積を 2通りで 表 す

I ×BEXGF

言 =

上

×
BF × EH .

H

⇒ BEBEEH を 求 め､ 上記 よりGF を 求める ､



(解答 )
E から BC に 乗線 を 下ろした 足 を H とする

( ; ) BE の
長

ささ
OODC は OD = OC

の二等辺三角形 であり

OEIDC だから
ーし

3 弩 E は DC の 中点 である

｢ 引 (2) ① より

DE =望 cm

. ッ
より

2√5

照 = 琴撃 42 =弩 cm

～

また ABYOF で LOED = 90~ より ∠ BDC = 90
~

よって 0 PBC は 直角三角形
､

三平方 の 定理 より

照 =√ー峰ー
= N20
-

)
“ 1感が

=

1号 cm

したがって
､

～ DBE で 三平方 の 定理 より

BE =Nが) N崎選
) 愕0二 cm



( i ; ) BF の長 さ

0 は AC の 中点
､

AB 1/ OE

だから ､ 中点連結定理
= より E は BC の 中点 である

BC = 285 だから
フ

T
= BF = 王 ←2

=√5 cm

(ii ; ) EH の長さ

DEFHEOOFC に

. おいて
共通な 角 より

14 LEFH = LOFC -③

また
2

言 / L FHE = LECO = 900

√5Λ H '
ー⑨

巧

⑦ . ① より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しいので ､
O EFH SOOFC

.

ー西

また
､

OOEC において ､ E は DC の 中点 だから
DE = ECC _ : EC = 琴望cm
OC は 円 O の 半径だから ､ OC = 2cm

したがって ､ 三平方 の定理 より



0 E = N2) ｡
“√ 4=｣

= 4 cm =℃= 4
また ､ COFC で 三平方 の定理 より

0 F =N = √ 4 +5
ー

) =√9 = 3
= 3 cm

よって
FE = OF - OE

= 3 - ⑤ = 5 cm
⑨ より 対応 する 辺の 比は等 しいから

琴撃 = EH¤

3 2

ゃ臨



OEBF において ､

底辺 を BE ､ 高 さをGF
としたときの 面積 は

上 ×誓入 GE

言 = 撃 GF ー ②

また ､ OEBFにおいて､ 店辺 を BF ､ 高さをE

としたときの面積は
､

I ×√5 ×= 5
√5
ー ⑤

② = ⑤ より

撃 GF =算
:

: GF =撃 →問
=

3‰
)
｣

“3 ℃ヶ 指

=18
遊

=～


